
8:30 開場・受付

9:30 【開会式】

挨拶： 松山市・財団法人救急振興財団

紹介： 総務省消防庁・厚生労働省・愛媛県・社団法人日本医師会・一般社団法人日本救急医学会

一般社団法人日本臨床救急医学会・全国消防長会・財団法人全国市町村振興協会

社団法人愛媛県医師会・社団法人松山市医師会

報告： 運営委員長報告

10:30 【特別講演】

  「救急業務高度化への課題と展望 」

講 師 ：島崎 修次 （国士舘大学大学院）

：山本 保博（東京臨海病院病院長）

司 会 ：大野 慎一（財団法人救急振興財団理事長）

12:00

12:20 【一般発表 １】 【一般発表 ３】

：三宅 康史（昭和大学） 座　長 ：北風 孝博 ：山口 芳裕（杏林大学） 座　長 ：小崎 浩和（倉敷市消防局） 座　長 ：江口 孝志（四国中央市消防本部） 座　長 ：町田 佳也（阿南市消防本部）

（伊予消防等事務組合消防本部） ：松元 照仁（総務省消防庁） 助言者 助言者 ：西山 誠一（三島医療センター） 助言者 ：三村 誠二（徳島県立中央病院）

：湯木 達也（広島市消防局） 助言者 ：津野 信輔（松山市民病院） 発表者 ：鵜久森 悟(松山市消防局) 発表者 ：松村　和大(東京消防庁) 発表者 ：小嶋 学(入間東部地区（組）消防本部)

発表者 ：田中　謙二(久留米広域消防本部) ：本川　友一(伊予消防等（組）消防本部) ：播磨 賢(大阪市消防局) ：小出 英司(千葉市消防局)

：澤田 直司(所沢市消防本部) ：水野　亮(東京消防庁) ：我妻 徹(仙台市消防局) ：藤本 彰二(高松市消防局)

：田邉　俊司(大津市消防局) ：髙田　耕二(松山市消防局) ：桑之内　範定(松山市消防局) ：芝﨑 友重(堺市消防局)

：千々和　光一(福岡市消防局)

13:20

13:40 【パネルディスカッション Ⅰ】 【一般発表 ５】 【デモンストレーション】 【一般発表 ６】 【一般発表 ７】 【一般発表 ８】

：三島 泰幸（浜松市消防局） 座　長 座　長 ：森 雅憲（高松市消防局） 座　長 ：江口 康隆（高知市消防局） 座　長

助言者 ：秋冨 慎司（岩手医科大学） 助言者 助言者 助言者

：深江 智己（福岡市消防局） 発表者 ：木下 和幸(船橋市消防局) 発表者 ：松田　和也(真庭市消防本部) 発表者 ：和田　昌治(岸和田市消防本部) 発表者 ：新濱 秀樹(千葉市消防局)

：茅 英樹(愛川町消防本部) ：殿村 博昭(神戸市消防局) ：川野　浩伸(徳島市消防局) ：高橋 博之(小牧市消防本部)

：吉井 友和(出雲市消防本部) ：豊田 英士(杵築速見（組）消防本部) ：近藤　隆正(所沢市消防本部) ：渡邉 孝(横浜市消防局)

：大野 裕一(三郷市消防本部) ：内田 政巳(豊田市消防本部) ：阿部　亮太郎(大阪市消防局) ：笠井　武志(坂出市消防本部)

：遠藤　洋(松戸市消防局) ：田中　光一　他　２名（愛媛県立中央病院） ：松浦　直樹(枚方寝屋川（組）消防本部) ：坂田　健吾(埼玉県南西部消防本部) ：竹内 秀和(北総救命会)

：川上 喜太郎（神戸市消防局） ：高井　英輔(岡山市消防局) ：中矢　弘德　他　１４名（松山市消防局） ：中村　和仁(大津市消防局) ：朝倉　一郎(熊本市消防局) ：吉田 茂男(横浜市消防局)

：山本 友哉(中和広域（組）消防本部) ：松澤　勉(さいたま市消防局) ：伊豆川 高志(津市消防本部) ：宮地　利幸(福岡市消防局)

：松本　直己(札幌市消防局)

15:10

15:30 【シンポジウム Ⅰ】 【一般発表 ９】 【ライブセッション Ⅰ】 【一般発表 10】 【一般発表 11】 【一般発表 12】

：南 浩一郎（救急救命東京研修所）

座　長 ：大野 秋義（久万高原町消防本部） ：田中 仁 （救急救命九州研修所） 座　長 ：廣瀬 敏（岡山市消防局） 座　長 座　長

助言者 ：日野 俊昭（北九州市消防局） 助言者 助言者 助言者

発表者 ：澤井 秀明(浜松市消防局) ：浅利 学（救急救命東京研修所） 発表者 ：藏田　義幸(福岡市消防局) 発表者 ：板井　幸則(臼杵市消防本部) 発表者 ：近藤 秀樹(川崎市消防局)

：松原 正之（横浜市消防局） ：荒井　和生(相模原市消防局) ：大島 基靖（救急救命東京研修所） ：岸田 洋平(大阪市消防局) ：島 護(石川県航空消防防災グループ) ：戒能　裕紀(松山市消防局)

：吉川 清志（仙台市消防局） ：水本 朊宏(金沢市消防局) ：柏原 研（救急救命東京研修所） ：佐伯　政好(東温市消防本部) ：麻生 秀章(横浜市消防局) ：山本　清久(西予市消防本部)

：河路 幸博（瀬戸市消防本部） ：寺田　裕輝(静岡市消防局) ：内山 和也（救急救命東京研修所） ：松﨑　潤(横浜市消防局) ：近藤 泰典(高槻市消防本部) ：中尾 公昭(名古屋市消防局)

：茂呂 浩光（東京消防庁） ：齋藤 義輝(いわき市消防本部) ：吉岡 宏介（救急救命九州研修所） ：鈴木 博樹(仙台市消防局) ：山本 哲秀(徳島市消防局) ：清家 康之(愛南町消防本部)

：林田 純人（大阪市消防局） ：井田 雄大(宗像地区消防本部) ：松本 太（救急救命九州研修所） ：星野　誠治(神戸市消防局) ：市川 忠克(川崎市消防局) ：森 俊介(神戸市消防局)

：乾　新弥（奈良県医療政策部） ：奥村 雄一郎(豊橋市消防本部) ：安田 英信（救急救命九州研修所） ：濱田 将典(上島町消防本部) ：布野　慶人 ：藤巻　勇(高崎市等広域消防局)

：立岩 修（救急救命九州研修所）  (島根大学医学部（出雲市消防本部）)

17:00

 (会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部)

 「資器材活用１」

：佐々木 和浩（香川県立中央病院）

：後藤 喜宏

：杉本 和彦（高知医療センター）

講  師

：西山 隆(愛媛大学）

アドバイザー

講  師

：織田 成人（千葉大学）

「救急現場における気道確保と静脈路確保」

キャメリアホール

1階ロビー

：鴻野 一成（金沢市消防局）

：市場　晋吾（岡山大学）

ポ
ス
タ
ー

終
日
展
示

：神山 有史（徳島赤十字病院）

：濱見　原（愛媛県立中央病院）

 「自主活動・取組み２」

座　長

：後藤　由和（金沢大学）司  会

講   師

：前原 潤一（済生会熊本病院）

シンポジスト

休     憩 （20分）

 「症例１」

：荒井 伸幸（東京消防庁）

：永井 秀明　他　６名（東京消防庁）

 「自主活動・取組み１」

「管理者のための救急業務管理講座」
～救急処置の実技体験～

 「活動研究１」 「特異対応」

：河野 公成　他　６名（松山市消防局）

：長谷川　学（総務省消防庁）

：石原 諭（川﨑医科大学）

第１会場（大ホール） 第２会場（中ホール） 第３会場（小ホール）

収容人員1,999人

【ミニレクチャー Ⅲ】【ミニレクチャー Ⅰ】 【一般発表 ４】

 「傷病者対応」

 「連携活動」 「統計」

【一般発表 ２】

開会式会場（松山市民会館大ホール）
収容人員 1,999人

〔松山市民会館・松山市総合コミュ二ティセンター〕

［メインテーマ］

第５会場（大会議室）

収容人員100人収容人員120人

松山市民会館

収容人員300人

第８会場（第１・第２会議室）

収容人員72人

：山口 芳裕（杏林大学）

座　長

「ガイドライン２０１０について」

（１日目）

ポスター会場

松山市総合コミュニティセンター

第１９回全国救急隊員シンポジウム

～愛ある救急、愛媛から～

第１９回全国救急隊員シンポジウム開催プログラム

“未来の救急現場に新たな決意を”

第６会場（企画展示ホール） 第７会場（企画展示ホール）

※昼食の提供はありません。

「救急隊員のためのコミュニケーションスキル」

：畑中 哲生（救急救命九州研修所）

：高瀬 忠（北九州市消防局）

：井上 征雄（北九州市立八幡病院）

「観察と処置のピットホール」

司  会

講  師

「救急搬送体制」
～ドクターカー・ドクターヘリとの連携～

  

収容人員900人
休     憩 （20分）

：坂本 哲也（帝京大学）

【教育講演 Ⅰ】

第４会場（キャメリアホール）

 「応急手当１」

実演展示

：髙山 隼人

アドバイザー

アドバイザー

：渡邉 仁次（千葉市消防局）

：伊藤 幹（札幌市消防局）

：増田 哲生（東京消防庁）

「救急需要対策のさらなる充実・強化」
～コールトリアージ、救急相談の取組み～

休       憩 （20分）

【教育講演 Ⅱ】

指導者

：安西 隆雄（横浜市消防局）

コミュニティプラザ

講  師

司  会 ：板山 隆志（救急救命九州研修所）

講  師

司  会

1階ロビー

：西山 謹吾（高知赤十字病院）

：石原 哲（東京都医師会）

収容人員150人

司  会

【ミニレクチャー Ⅱ】

司  会

 （長崎医療センター）

平成23年2月3日（木）・4日（金）

収容人員700人

：久保田 勝明（消防技術政策室）

パネリスト

「救急業務におけるＩＣＴの活用について」

指導者

司  会

アドバイザー

講  師

：古閑 嗣人（熊本市消防局）

 「症例２」 「活動研究２」

「災害時における消防と医療との連携」

※昼食の提供はありません。

：平井 勝（徳島市消防局）



8:30

9:00 【シンポジウム Ⅱ】 【一般発表 13】 【ライブセッション Ⅱ】 【一般発表 14】 【一般発表 15】 【一般発表 16】

：岡田 基衛（札幌市消防局） 座　長 ：渡部 洋幸（東温市消防本部） ：本田 直利（松山赤十字病院） 座　長 ：大谷 幹男（救急救命東京研修所） 座　長 ：古財 敏行（救急救命九州研修所） 座　長

助言者 助言者 助言者 助言者

発表者 ：石井 洋輔(神戸市消防局) ：池田 久志（今治市消防本部） 発表者 ：牛田 雅三(豊橋市消防本部) 発表者 ：尾石 慶昭(北九州市消防局) 発表者 ：勝田　望美(豊中市消防本部)

（山形県立救命救急センター） ：林 一夫(砺波広域圏消防本部) ：藤本　賢司(横浜市消防局) ：白石 貴義(能美広域（組）消防本部) ：長濱 隆洋(中和広域（組）消防本部)

：緒方 毅（東京消防庁） ：阿出川 浩（東京消防庁） ：岡田 憲昭(奈良市消防局) ：岡田 恵美子　他　９名（松山赤十字病院） ：佐伯 英晃(河内長野市消防本部) ：吉田　聖寿(所沢市消防本部) ：横澤　晋也(松戸市消防局)

：金森 佳津（大阪府医療対策課） ：前田 友春（福岡市消防局） ：伊賀 正泰(松山市消防局) ：関根 和弘(野田市消防本部) ：金澤 正光(沼津市消防本部) ：内山　穣(大和市消防本部)

：渡部 和也（堺市消防局） ：新名 正明（高松市消防局） ：竹内 秀和(習志野市消防本部) ：村上和昭（松山市消防局） ：笹川　太平(さいたま市消防局） ：増原 淳二(板野東部（組）消防本部) ：崎山 武彦(神戸市消防局)

：西口　輝（三重県医療政策室） ：吉田 秀人（かほく市消防本部） ：吉田 訓浩(佐賀広域消防局) ：宇高 吉泰（今治市消防本部） ：加藤　努(札幌市消防局) ：諏訪　左裕里(松山市消防局) ：徳山　隆(西予市消防本部)

：鈴木　憲(座間市消防本部) ：若杉 明(新潟市消防局) ：力丸 剛(東京消防庁) ：新開　広一郎(松山市消防局)

10:30

10:40 【一般発表 17】 【一般発表 18】 【一般発表 19】 【一般発表 20】

10:50 【総合討論】 【市民公開講座（一般公開）】

座　長 ：居村 孝二 ：輿水 健治（埼玉医大） 座　長 座　長 座　長

（宇和島地区広域事務組合消防本部） ：川﨑 眞弓（命のバトン） 助言者 助言者 ：橘 壽人 （高知県立幡多けんみん病院） 助言者

助言者  発表者 ：鈴木　勝好(常陸太田市消防本部) 発表者 ：植田 伸吾(千葉市消防局) （国立病院機構災害医療センター）

発表者 ：松山　千恵美(草加市消防本部) ：貞徳 正人（松山市消防局） ：松尾 美由紀(高知市消防局) ：板津 将司(可茂消防（組）消防本部) 発表者 ：笹村 牧人(旭川市消防本部)

：山本 五十年（東海大学） ：日下　靖也(岡山市消防局) ：川畑 一義(呉市消防局) ：片岡 伸也(久万高原町消防本部) ：飯塚　隆(水戸市消防本部)

：田邉 晴山（救急救命東京研修所） ：豊田 佳久(日立市消防本部) ：髙橋 眞由美 他 ９名（松山市女性消防団） ：中島 啓基(宗像地区消防本部) ：新谷　進(広島市消防局) ：高岡 秀彰(大洲地区広域（組）消防本部)

：松元 照仁（総務省消防庁） ：岡　耕司(松山市消防局) ：根木　竹史(川崎市消防局) ：石川 克也(西条市消防本部) ：水上　俊子(熊本市消防局)

：中野 公介（厚生労働省） ：仲山 智士(浜松市消防局) ：二神　誠(松山市消防局) ：杉山 隼(神戸市消防局) ：佐藤 清勝

：関根 正明（さいたま市消防局） ：大城 健一郎(北九州市消防局)  (気仙沼・本吉地域広域（組）消防本部)

：高多 虎男（金沢市消防局） ：殿村 博昭(神戸市消防局)

12:00

12:30

【閉会式】

：松山市消防局

13:00 ：浜松市消防局

実演展示

シンポジスト

：森野 一真

「分娩介助」

座　長

：横田 順一朗（市立堺病院）

：行岡 哲男（東京医科大学）

松山市総合コミュ二ティセンター

キャメリアホール

収容人員100人

ポスター会場

キャメリアホール

補助者

指導者

司 会

第４会場（キャメリアホール）

収容人員900人

講 師

：森實 岳史（愛媛県立中央病院）

 「みんなで繋ぐ救命の輪　ＡＥＤの普及を目指して！」
 「気管挿管・除細動」

：須佐美 高広（小豆地区消防本部）

：齋賀 喜博（千葉市消防局）

休       憩  （20分）

：葛原 誠人（土庄中央病院）

：徳永 尊彦（救急救命東京研修所） ：貞広 智仁（千葉大学）：髙石 和（愛媛県立中央病院）

ポ
ス
タ
ー

終
日
展
示

 「活動研究３」  「資器材活用２」

休       憩  （10分） 休       憩 （10分）

司  会

講  師

 「MC体制・医療体制」

：近藤 久禎

第５会場（大会議室）

第１９回全国救急隊員シンポジウム開催プログラム（案）

収容人員120人

第６会場（企画展示ホール）

収容人員700人 収容人員300人 収容人員150人

1階ロビー

1階ロビー

 「教育・訓練１」

開     場

 「教育・訓練２」

コミュニティプラザ

 「応急手当２」 「症例３」

：相引 眞幸（愛媛大学）

：石田 孝光（浜松市消防局）：國本 武恆（高幡消防組合消防本部）

：橋本 雄太郎（杏林大学）

松山市民会館

第７会場（企画展示ホール）第３会場（小ホール）

：竹中 ゆかり（救急救命九州研修所）

（２日目）

シンポジウム総括：運営委員長

：本田 文夫（綾部市消防本部）

ﾃﾞｨｽｶｯｻﾝﾄ

パネリスト

アドバイザー

収容人員1,999人

第２会場（中ホール）

【パネルディスカッション Ⅱ】

挨拶 開催地

「救急現場における危機管理」
～救急現場でのトラブルを考える～

第１会場（大ホール）

：有賀 徹（昭和大学）

：滝川 聡史（総務省消防庁） 座　長

「救急隊員が目指す姿」

座　長

 「消防法改正後の課題と展望」

次期開催地

休       憩  （20分）

～未来の救急現場に新たな決意を～

アドバイザー

総合ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ


